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発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　事務局：新保　晃（昭37政経）e-mail: bonsha@suou.waseda.jp  fax/phone:0467-50-1138

校友会整理番号・196226215　郵便番号253-0005　神奈川県茅ヶ崎市松風台4-19　

	　　
　　　九州の校友の皆さま有難うございました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有志稲門会「Ｐ１２５」会長　亀井禧精

２月１８日ついに母校創立１２５周年を記念する｢長崎―早稲田１２５０ｷﾛウオークリレー｣がスタートしました。名もなき校友数名がこの記念の年に｢母校の栄光と長寿を祝いたい｣－ただそのことだけの思いから始めた行動が、全国校友の力強い支持を受け大きく花開いたのです。

　長崎校友会（原田延介支部長）のＯＢたちが計画された盛大な出発式と八坂神社での安全祈願祭は、私たちの考えていたものをはるかに超えた素晴らしい演出で、その愛校心と友情に涙を抑えることができませんでした。

　また佐賀校友会(中尾清一郎支部長)の皆様による大隈記念館の厳粛なセレモニーは、老侯の出身地だけに感動また感動の連続でした。古川県知事がわざわざ式に参列された点に、１２５年を機に｢佐賀と早稲田の新しいページを開きたい｣という同県ＯＢの熱い思いが顕われていました。

　九州地区の校友たちは｢九州男児｣という言葉で表現されるように、剛毅で、情熱的で、義理人情に厚い人たちでした。長崎街道の旧道を先導してくれた諫早、雲仙・島原、佐世保稲門会の仲間たち、市長がともにウオークしてくれた鳥栖稲門会の人々、福岡で最初にこの計画に賛同してくれた筑後稲門会のＯＢたち、そして「九州男児ここにあり」の意気を示してくれた九州空手稲門会の猛者たち、海峡を越えて下関まで手形を運んでくれた北九州稲門会のウォーカーたち。私たちはあなた方と一緒に肩を組んで校歌を歌ったこと、道中で何気なく示された友情や笑みを決して忘れないでしょう。

　九州での成功は皆様の母校愛が結集した賜物であり、心から敬意を表します。このあとウォークは中国から近畿へ参ります。

九州の校友の皆さま有難うございました。
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参加に当っての約束
１．健康安全管理は参加者自身の自己管理にゆだねられます

２．宿泊手続は参加者が各自で予約手続してください
連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp
◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中



ウオークリレー・ドキュメント





　２月２６日；太宰府市―福岡市間１５キロ


　　　　　　　九州空手稲門会の深谷喜一郎氏が参加


　　　２７日；福岡市―新宮町間１５キロ。晴れ


　　　　　　　完歩組３人で玄界灘沿いを西進。遠くに筑豊の山々がかすんで見える。


　　　２８日；新宮町―宗像町１５キロ


　　　　　　　九州空手稲門会の山根公雄会長ほか会員８人が参加。体育会系ＯＢによる活力


　　　　　　　投入と力強いリードで一行は元気に九州路を歩む。


　3月　１日；宗像町－北九州市１５キロ


　　　　　　　同上


　　　　２日；休養日。同日夜、門司港で九州空手稲門会主催の歓迎宴に出席。


　　　　３日；午前８時、北九州市八幡西区役所前に、八幡稲門会の濱田陽平会長、小川政満幹事長ら校友３０人が集まり、九州から本州入りの出発式が盛大に行われた。同稲門会がこの日のためにあつらえた幔幕の下で、全員が「都の西北」を唄い、川筋出身の








　　　　　








　　　　　　　　　


ワセダマンたちの心意気を示した。


この後、ウォーク参加者１５人が八幡を出発し、小倉、門司を経て関門海峡を


渡り、同日夕刻無事下関に到着した。これで地元ＯＢたちの暖かい支援と友情に


支えられた「ウォークリレー九州路の旅」は成功裡に終わり、通行手形は山口県


の仲間に引き継がれた。　








　　　　　　　　　　　　


ウオークリレー・トピックス





［通行手形の中味］校友会長崎支部が制作し、現在各地ウォーク隊員によって引き継がれている。


　　　　　　　　　道中通行手形の中味を紹介しよう。


1、手形の形態：将棋のコマ形をした縦１５㌢横１２㌢厚さ３㌢の木製品。紅白の房付。


　　　　　　　　（表書）通行手形　致遠館より早稲田大学


　　　　　　　　（裏書）大隈八太郎重信殿


　　　　　　　　　　　　右之者共従長崎江戸江罷越候付往来無滞御通可被下候、以上


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成亥正月　河津伊豆守


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所々御改衆中


1、道中安全祈願御守：銘長崎八坂神社


　　　　　　　　　　（側書）創立１２５周年記念長崎東京１２５０ｷﾛウォークリレー


1、手形と御守を入れた塗り製の木箱


［旗と襷］リレーで引き継がれているのは上記の通行手形３点セットの他、出発に際し、本部が制作したエンジの旗とウォーカーの肩にかける同色の襷、及び歩行者全員に記入してもらう参加者名簿があり、これらが最終日大学に届けられる。


［東京までの完歩を目指す３人衆］


工藤弘太郎：ウォーク実行部隊のリーダー（昭和３８年政経卒）


　　　大分県杵築市で不動産業を営み、「Ｐ１２５」有志稲門会の呼びかけにいち早く応じた


　　 「九州の鉄人」。終戦直後厚木の駐留軍兵士が始めた恵まれない子供たちに募金を送る事業


　　　を引き継いで、７年前から「スマイルランフォーチルドレン」を立ち上げ、毎年秋１０月、


　　　厚木―大分間を２週間で駆け抜けるマラソンを実行している。今回のウォークでも、テン　　　　


　　　ト、寝袋など２０ｷﾛのリュックを担いで歩行、状況により寺や公園で野宿している。


　　　ルート上の校友で、大きな居宅や宗教施設に関係のある方は、鉄人の疲れを取る場所を提　


　　　供していただきたい。


　中山翠：長距離ウォーキングのイロハに精通している達人。小さい体だが、スタミナと持久力


　　　抜群の可愛いオバサン（文学部心理卒）


　　　２０００年に行われた伊能忠敬生誕記念ウォークで、忠敬が地図作成のために歩いた日本


　　　の沿岸部約２万ｷﾛを完歩した唯一の女性。「早稲田学報」でも手記が掲載され大学から表彰


　　　された。


　新保晃：「長崎―早稲田１２５０ｷﾛウォークリレー」を２０００年に思いつき、その実現のため


　　　６年間コツコツと裏方を努めてきたこのプロジェクトの総合プロデューサー（昭和３７年


　　　政経卒）。数多くの反対や挫折を乗り越えて初志を貫いた驚嘆すべき意思の人。彼が居な


　　　ければ１２５０ｷﾛリレーは日の目を見なかっただろう。日頃の鍛錬でウォーキングもお手


　　　の物。
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